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○ 開催日時 平成２７年８月２０日（火） 午後１時３０分から

○ 開催場所 錦江町役場 庁議室

○ 出席委員（１９人）

会長 １番 宿利原勝吉

代理 ２番 基 岸澄

委員 ３番 厚ケ瀬博文

〃 ４番 水流 豊美

〃 ５番 平原 栄

〃 ７番 毛下 利美

〃 ８番 寺田 郁哉

〃 ９番 安水 純一

〃 １０番 牧原 昇

〃 １１番 元丸 敏朗

〃 １２番 鍋 康博

〃 １３番 徳永 哲朗

〃 １４番 貫見 和洋

〃 １５番 畠中 正秋

〃 １６番 山中 徹

〃 １７番 鳥越 秀一

〃 １８番 樋渡 俊信

〃 １９番 鈴 一麿

〃 ２０番 本釜 好子

○欠席委員

委員 ６番 東郷 輝昭

○事務局職員 事務局長 窪 和人 書記 折久木まり子 書記 中野好太郎



○議事日程

１、開会

２、農業委員憲章朗読

３、会長あいさつ

４、議 事

第１ 議事録署名委員の指名について

第２ 会務報告について

第３ 附議事項

議案第２０号 農地法第３条許可申請について

議案第２１号 農業経営基盤強化促進法第１５条第４項の規定による農用地利

用集積計画（所有権移転）の錦江町長に対する要請について

議案第２２号 農業経営基盤強化促進法第１５条第４項の規定による農用地利

用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請について

議案第２３号 非農地証明願いについて

追加日程第１ 同意第 ２号 委員の辞任について

追加日程第２ 農業委員の担当地区の変更について



議 長 只今より平成２７年８月錦江町農業委員会総会の議事を開会いたします。

本日の総会の出席は、東郷委員が欠席でありますが、錦江町農業委員会会議規

則第８条の規定により、総会は成立していることをお知らせします。

それでは、錦江町農業委員会会議規則第２３条第２項の規定により、本日の会

議録署名委員に ９番 安水委員と １０番 牧原委員を指名いたしますので、よろ

しくお願いします。

議 長 次に、会務報告についてを議題とします。

事務局から報告と説明をお願いいたします。

事務局 「会務報告と説明」

議 長 只今の会務報告について、質問等はありませんか。

全委員 （発言なし）

議 長 無いようですので、以上で会務報告を終わります。

それでは附議事項に入ります。

議 長 議案第２０号 農地法第３条許可申請についてを議題とします。

事務局の説明をお願いいたします。

事務局 それでは議案第２０号 農地法第３条許可申請についてを説明いたします。

受付番号８号の譲渡人は、Ｈ・Ｍさん、Ｈ自治会在住の方です。

申請地は、田代川原字籠松２，５２１番４、地目は畑、地積は１，８７４㎡と

なっています。

一方、譲受人はＭ・Ａさん、Ｏ・Ｋ自治会在住の方です。

この申請は贈与による所有権移転となっています。

Ｍ・Ａさんの経営状況は、世帯員２名、労働力２名、自作地２１，６８０㎡、

貸付地６，３２３㎡で、水稲、甘藷を主体とした経営をされています。

農業機械の所有状況は、トラクター、田植機、コンバイン１台となっています。

この件の担当調査員は、１４番 貫見委員です。

以上です。

議 長 ただいま事務局から説明がありましたが、担当調査員の調査報告をお願いいた

します。

受付番号８号について、１４番 貫見委員お願いいたします。



１４番

貫見委員

報告いたします。

８月１８日に譲受人のＭ・Ａさんに話を伺って参りました。これはＨの団地で

ございます。以前南総で開く前にＡさんのお父さんが買われていたということ

で、今回名義を直すということです。これは贈与ということで、何ら問題は無い

かと思います。当時の値段は分からないということでした。Ａさんに聞いたとこ

ろ。以上です。

議 長 ありがとうございました。

ただいま、担当調査員から調査報告がありましたが、質疑はありませんか。

委 員 （委員の中から「なし」の声）

議 長 質疑なしと認めます。

これから、議案第２０号を採決します。

お諮りします。

議案第２０号については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

委 員 （委員の中から「異議なし」の声）

議 長 異議なしと認めます。

したがいまして、議案第２０号については、原案のとおり決定しました。

議 長 次に「議案第２１号 農業経営基盤強化促進法第１５条第４項の規定による

農用地利用集積計画（所有権の移転）の錦江町長に対する要請について」を議題

とします。

事務局の説明をお願いいたします。

事務局 それでは議案第２１号について説明いたします。

まず、受付番号５号の譲渡人は、Ｋ・Ｔさん、Ｋ自治会在住の方です。

申請地は、城元字三角４，６８９番２、地目は畑、地積は３，９８７㎡と、

城元字三角４，６９７番３、地目は畑、地積は２，４４４㎡で、２筆の合計は

６，４３１㎡となっています。

一方譲受人は、公益財団法人 鹿児島県地域振興公社で、農地中間管理事業の

特例事業によりまして、振興公社が所有権を取得するものです。

なお、本件につきましては、Ｎ・Ｔさんが３年後に買い戻す予定であります。

この件の担当調査員は９番 安水委員です。

次の受付番号６号の譲渡人は、公益財団法人 鹿児島県地域振興公社です。



申請地は、馬場字西ノ下８５７番１、地目は田、地積は１，４８５㎡となって

います。

一方譲受人は、株式会社 Ｔ・Ｆさん、Ｋ自治会に拠点を置く法人です。

Ｔ・Ｆさんの経営状況は、構成員２名、雇用が２１名、小作地８９，６０８㎡

で、露地野菜を主体とした経営をされています。

農業機械の所有状況は、トラック１２台、動噴５台、トラクター・管理機各３台、

乗用管理機２台、となっています

本件についても、計画の３年が経過したので、鹿児島県地域振興公社から買い

戻すところでございます。

この件の担当調査員は、８番 寺田委員です。

議 長 ただいま事務局から説明がありましたが、順次、担当調査員の調査報告をお願

いいたします。

先ず、受付番号５号について、９番 安水委員お願いします。

９ 番

安水委員

この物件につきましては、以前あっせん申出があったものであります。Ｋ・Ｔ

さんの規模縮小の伴ったものですが、金額の方が実際の耕作する面積で反当○○

万円ということで、全部で○○万円ということで話が出来ております。

以上です。

議 長 ありがとうございました。

次に、受付番号６号について、８番 寺田委員お願いします。

８ 番

寺田委員

Ｔ・Ｆさんの件について説明申し上げます。これは３年前にあっせんに出た分

でございまして、それに対しまして、テリーファーム代表の寺田洋人氏の田んぼ

が横にあるということで話をしまして、ワンクッション公社に置くということ

で、今度公社からの買戻しということになっております。

Ｔ・Ｆさんは皆さんもご存じのとおり大規模的にやっていますし、錦江町が定

める全ての条件を満たしているので、何ら問題は無いと思います。よろしくお願

いいたします。金額は○○万円に手数料が○万円ついて、○○万円だそうです。

議 長 ありがとうございました。

ただいま、各調査委員から調査報告がありましたが、質疑はありませんか。

委 員 （委員の中から「なし」の声）



議 長 質疑なしと認めます。

これから、議案第２１号を採決します。

お諮りします。

議案第２１号については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

委 員 （委員の中から「異議なし」の声）

議 長 異議なしと認めます。

したがいまして、議案第２１号については、原案のとおり決定しました。

議 長 次に「議案第２２号 農業経営基盤強化促進法第１５条第４項の規定による

農用地利用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請について」を議題と

します。

お諮りします。

会議資料のとおり、今回は１００筆の利用集積計画について審議しなければな

りませんので、事務局の説明と担当調査員の報告、質疑を４回に分けて行い、そ

の都度議決したいと思いますが、ご異議ありませんか。

委 員 （委員の中から「なし」の声）

議 長 異議なしと認めます。

それでは、議案第２２号のうち、受付番号１１３号から１１６号までを議題と

します。

事務局の説明をお願いいたします。

事務局 それでは、議案第２２号のうち、受付番号１１３号から１１６号までを説明い

たします。

まず、受付番号１１３号の貸し人はＮ・Ｆさん、Ｙ自治会在住の方です。

申請地は神川字村ノ前７，１０６番３、地目は畑、地積は１，８５４㎡となって

います。

貸付期間は平成２７年８月２１日から平成３６年１２月１４日までで、使用貸

借のため小作料金は発生しません。

借り人は、Ｋ・Ｎさん、Ｙ自治会に拠点を置く法人です。

中野農産の経営状況は、構成員１名、雇用が４名で１０００日、中野農産とし

ての耕作地は現在ありませんが、甘藷、大根、高菜を主体とした経営をされてい

ます。

農業機械の所有状況は、トラクター５台、トラック３台、軽トラック２台、シ

ョベル１台となっています。



この件の担当調査員は、１番 宿利原委員です。

次の受付番号１１４号の貸し人はＮ・Ｔさん、Ｋ市在住の方です。

申請地は城元字栗ノ尾４，４０７番１、地目は畑、地積は３，８３０㎡となっ

ています。

貸付期間は平成２７年８月２１日から平成３２年１２月１４日までで、小作料

金は３８，３００円となっています。

借り人はＳ・Ｋさん、Ｙ自治会在住の方です。

経営状況は、世帯員１名、農業従事者１名、雇用が３名で１００日、小作地２

１，８１４㎡で、キャベツを主体とした経営をされています。

農業従事日数は３００日で、農業機械の所有状況は、親との使用貸借となって

います。

この件の担当調査員は９番 安水委員です。

次の受付番号１１５号の貸し人はＴ・Ｋさん、Ｋ・Ｎ自治会在住の方です。

申請地は神川字西ケノ木５，３５０番１、地目は畑、地積は２，０８９㎡とな

っています。

貸付期間は平成２７年８月２１日から平成３２年１２月１４日までで、小作料

金は１２，０００円となっています。

借り人はＫ・Ｈさん、Ｋ・Ｋ自治会在住の方です。

経営状況は、世帯員３名、農業従事者２名、雇用が２名、自作地２０，４３６

㎡、小作地１８，５３７㎡で、肉用牛を主体とした経営をされています。

農業従事日数は３００日で、農業機械は、トラクター５台、トラック３台、ロ

ールベイラー、ショベル各１台となっています。

この件の担当調査員は、１３番 徳永委員です。

次の受付番号１１６号の貸し人はＷ・Ｋさん、Ｋ自治会在住の方です。

申請地は馬場字柴立２，５３７番１、地目は畑、地積は４９８㎡となっていま

す。

貸付期間は平成２７年８月２１日から平成３２年１２月１４日までで、使用貸

借のため小作料金は発生しません。

借り人はＨ・Ｓさん、Ｒ自治会在住の方です。

経営状況は、世帯員３名、農業従事者２名、雇用が２名、現在、利用権の入っ

た農地はありませんが、水稲、露地野菜を主体とした経営をされています。

農業従事日数は３００日で、農業機械の所有状況は、軽トラック２台、トラク

ター、管理機、耕運機各１台となっています。

この件の担当調査員は、１７番 鳥越委員です。

以上です。



議 長 ただいま、事務局から説明がありましたが、順次、担当調査員の調査報告をお

願いいたします。

先ず、受付番号１１３号についてを、私の方で報告いたします。

１ 番

宿利原委員

１１３号については、Ｎ農産はＮ・Ｆさんの息子さんでありますＫさんが社長

となっておりますが、錦江町の定める全ての要件に達しておりますので、何ら問

題は無いかと思われます。審議方をよろしくお願いいたします。

議 長 次に、受付番号１１４号ついてを、９番 安水委員お願いいたします。

９ 番

安水委員

受付番号１１４番の借り人のＳ・Ｋさんは、現在３０歳という大変若い青年で

あります。今、青年就農給付金の受給者であって、キャベツ、トレビス、大根と

いった物を耕作しております。まだまだ一杯土地も借りて、どんどん農業に取り

組んで行きたいという大変希望に満ち溢れている青年であります。畑の方も綺麗

に整備もしておりまして、何ら問題は無いと思いますので、よろしくお願いいた

します。

議 長 ありがとうございました。

次に、受付番号１１５号ついてを、１３番 徳永委員お願いいたします。

１３番

徳永委員

説明します。貸し人のＴ・Ｋさんは農業を廃止されておりまして、この物件は

２年前に別な直接契約された方と解約して、その後、遊休地としてなっていいた

土地です。この土地の隣接地を借り人のＫ・Ｈさんが耕作されておりますので話

をして成立した物件です。Ｋ・Ｈさんは認定農業者でもありますし、自分の土地、

借地を含めて良く管理されておりますので問題は無いかと思います。以上です。

議 長 ありがとうございました。

次に、受付番号１１６号ついてを、１７番 鳥越委員お願いいたします。

１７番

鳥越委員

この借り人のＨ・Ｓさんは、スナップエンドウを中心に農業をされている方で、

圃場もすごく綺麗にされて何ら問題は無いかと思いますので、よろしくお願いい

たします。

議 長 ありがとうございました。

ただいま、各調査員から調査報告がありましたが、質疑はありませんか。

委 員 （委員の中から「なし」の声）



議 長 質疑なしと認めます。

これから、議案第２２号のうち、受付番号１１３号から１１６号までを採決し

ます。

お諮りします。

議案第２２号のうち、受付番号１１３号から１１６号までについては、原案の

とおり決定することにご異議ありませんか。

委 員 （委員の中から「異議なし」の声）

議 長 異議なしと認めます。

したがいまして、議案第２２号のうち、受付番号１１３号から１１６号までに

ついては、原案のとおり決定しました。

議 長 次に議案第２２号のうち、受付番号１１７号から１４７号までを議題としま

す。

事務局の説明をお願いいたします。

事務局 それでは、議案第２２号のうち、受付番号１１７号から１４７号までを説明い

たします。

１１７号から１４７号までは、農地中間管理事業により、いずれも鹿児島県地

域振興公社が中間管理権を取得しようとするものです。

先ず、受付番号１１７号から１２５号までの貸し人はＴ・Ｈさん、Ｋ自治会在

住の方です。

申請地は１１７号が馬場字木場２８５番１、地目は畑、地積は３４０㎡、１１

８号が馬場字古馬場３８１番１、地目は田、地積は４４０㎡、１１９号が馬場字

芝山４８５番１、地目は田、地積は２，９９２㎡１２０号が馬場字木場上４２２

番１６、地目は田、地積は１，６０２㎡、１２１号が馬場字西ノ下８５６番１、

地目は田、地積は１，０７７㎡、１２２号が馬場字木場ノ上９１５番、地目は田、

地積は１，５９５㎡、１２３号が馬場字木場ノ上９３１番１、地目は田、地積は

５６１㎡、１２４号が馬場字木場ノ上９５２番、地目は田、地積は１，３８５㎡、

１２５号が馬場字堀込３，２９８番１、地目は畑、地積は６，０５５㎡で、

９筆の合計は１６，０４７㎡となっています。

貸付期間は平成２７年１０月１日から平成３７年９月３０日までで、小作料金

は、１１７号が６８００円、１１８号が８，８００円、１１９号が５９，８００

円、１２０号が３２，０００円、１２１号が２１，４００円、１２２号が３１，

８００円、１２３号が１１，２００円、１２４号が２７，６００円、１２５号が

１２１，０００円となっています。この件につきましては、耕作者協力金の対象



となっております。

次の受付番号１２６号から１２８号までの貸し人はＨ・Ｔさん、Ｋ自治会在住

の方です。

申請地は１２６号が馬場字芝山４４０番２、地目は田、地積は４５１㎡、１２

７号が馬場字芝山４４１番１、地目は田、地積は４６０㎡、１２８号が馬場字芝

山４２２番７、地目は田、地積は５４８㎡で、３筆の合計は１，４５９㎡となっ

ています。

貸付期間は平成２７年１０月１日から平成３７年９月３０日までで、小作料金は

全部で米（籾）２５ｋｇで１２俵となっています。Ｈさんにつきましても耕作者

協力金の対象となっております。

次の受付番号１２９号、１３０号の貸し人はＳ・Ｍさん、Ｋ市在住の方です。

申請地は１２９号が馬場字芝山４４１番２、地目は田、地積は２５６㎡、１３

０号が馬場字木場ノ上９１１番１、地目は田、地積は２，９１３㎡で、２筆の合

計は３，１６９㎡となっています。

貸付期間は平成２７年１０月１日から平成３７年９月３０日までで、小作料金

は、１２９号が米（籾）２５ｋｇで１俵、１３０号が米（籾）２５ｋｇで９表と

４５，０００円となっています。Ｓさんにつきましても耕作者協力金の対象とな

っております。

次の受付番号１３１号、１３２号の貸し人はＮ・Ｍさん、Ｈ自治会在住の方で

す。

申請地は１３１号が馬場字芝山４７１番１、地目は田、地積は１，７２４㎡、

１３２号が馬場字芝山４７４番２、地目は田、地積は２，９９５㎡で、２筆の合

計は４，７１９㎡となっています。

貸付期間は平成２７年１０月１日から平成３７年９月３０日までで、小作料金

は全部で米（籾）２５ｋｇで２８俵となっています。Ｎさんにつきましても耕作

者協力金の対象となっております。

次の受付番号１３３号の貸し人はＹ・Ｆさん、Ｙ自治会在住の方です。

申請地は馬場字西ノ下８５１番１、地目は田、地積は１，２２４㎡となってい

ます。

貸付期間は平成２７年１０月１日から平成３７年９月３０日までで、小作料金

は米（籾）２５ｋｇ８俵となっています。Ｙさんにつきましても耕作者協力金の

対象となっております。

次の受付番号１３４号の貸し人はＮ・Ｍ子さん、Ｋ自治会在住の方です。



申請地は馬場字木場ノ上９５１番、地目は田、地積は１，５６４㎡となってい

ます。

貸付期間は平成２７年１０月１日から平成３７年９月３０日までで、小作料金

は米（籾）２５ｋｇ１０俵となっています。Ｎさんにつきましても耕作者協力金

の対象となっております。

次の受付番号１３５号の貸し人はＮ・Ｔさん、Ｋ自治会在住の方です。

申請地は馬場字宮下１，８３８番１、地目は田、地積は１，８８９㎡となって

います。

貸付期間は平成２７年１０月１日から平成３７年９月３０日までで、小作料金

は米（籾）２５ｋｇ１２俵となっています。Ｎさんにつきましても耕作者協力金

の対象となっております。

次の受付番号１３６号の貸し人はＴ・Ｔさん、Ｎ自治会在住の方です。

申請地は城元字上ノ迫３，１８０番、地目は畑、地積は３，９５３㎡となって

います。

貸付期間は平成２７年１０月１日から平成３７年９月３０日までで、小作料金

は製茶２０ｋｇとなっています。Ｔさんは経営転換の対象となっております。

次の受付番号１３７号の貸し人はＺ・Ｔさん、Ｆ自治会在住の方です。

申請地は神川字遠目塚１，２９６番１、地目は畑、地積は５，６６６㎡となっ

ています。

貸付期間は平成２７年１０月１日から平成３７年９月３０日までで、小作料金

は１１３，３２０となっています。Ｚさんにつきましても、経営転換の対象とな

っております。

次の受付番号１３８号、１３９号の貸し人はＭ・Ｋさん、Ｋ自治会在住の方で

す。

申請地は１３８号が城元字坂ノ上２，６２１番３、地目は畑、地積は１，０１

６㎡、１３９号が城元字鷲ケ尾２，９９２番２、地目は畑、地積は２，０７０㎡

で、２筆の合計は３，０８６㎡となっています。

貸付期間は平成２７年１０月１日から平成３７年９月３０日までで、小作料金

は１３８号が１０，０００円、１３９号が２６，９１０円となっています。Ｍさ

んにつきましては、経営転換の対象となっております。

次の受付番号１４０号、１４１号の貸し人はＯ・Ｋさん、Ｏ自治会在住の方で

す。

申請地は１４０号が馬場字高尾６，２２７番１、地目は畑、地積は２，５０９



㎡、１４１号が馬場字高尾６，２２７番３、地目は畑、地積は１，３６６㎡で、

２筆の合計は３，８７５㎡となっています。

貸付期間は平成２７年１０月１日から平成３２年９月３０日までで、小作料金

は１４０号が２５，０００円、１４１号が１３，０００円となっています。Ｏさ

んにつきましても、経営転換の対象となっております。

次の受付番号１４２号から１４５号の貸し人はＫ・Ｋさん、Ｆ自治会在住の方

です。

申請地は１４２号が神川字觸迫１，４４４番、地目は畑、地積は６，１２２㎡、

１４３号が神川字鞍置１，８６５番１、地目は畑、地積は４，００３㎡、１４４

号が神川字鞍置１，８６６番１、地目は畑、地積は２，６８３㎡、１４５号が神

川字鞍置１，８７１番１、地目は畑、地積は４，９６４㎡で、４筆の合計は１７，

７７２㎡となっています。

貸付期間は平成２７年１０月１日から平成３７年９月３０日までで、小作料金

は１４２号が６１，０００円、１４３号が４０，０００円、１４４号が２７，０

００円、１４５号が５００００円となっています。Ｋさんにつきましても、経営

転換の対象となっております。

次の受付番号１４６号、１４７号の貸し人はＫ・Ｍさん、Ｆ自治会在住の方で

す。

申請地は１４６号が神川字觸迫１，４４５番１、地目は畑、地積は１，７８５

㎡、１４７号が神川字鞍置１，８６４番１、地目は畑、地積は２４４１㎡で、

２筆の合計は４，２２６㎡となっています。

貸付期間は平成２７年１０月１日から平成３７年９月３０日までで、小作料金

は１４６号が１８，０００円、１４７号が２４，０００円となっています。Ｋさ

んにつきましても、経営転換の対象となっております。

以上です。

議 長 ただいま事務局から説明がありましたが、

質疑はありませんか。

２ 番

基 委員

貸付期間というのは、この中間管理機構の部分はちょうど３０日になるんです

か。普通の利用権設定は１２月１４日となっているんですが。

事務局 この中間管理事業は貸付がいま年３回となっております。もう１期が終わっ

て、２期が１０月、３期が１２月となっていますので、そこからしか借りられな

いということになります。周期については、普通は利用権はこちらでしているの

は、借りる側、貸す側に了承を得て統一させて頂いているんです。だた中間管理



事業の場合は、完全な１０年間ということでしますので、貸した月から１０年後

の前月末までということになります。

耕作者協力金と経営転換協力金については、貸付期間が１０年と決まっていま

す。後で５年というのが出て来ますけれども、５年は本人名義でない物件で、相

続人の２分の１以上の同意で契約します。その場合は５年間を２回して１０年に

するということになります。借りに途中で貸せなくなったという場合は、その協

力金は返還ということになります。後、地域協力金というのがありますが、これ

は年数の定めがないということですけれども、大体１０年・５年ということでし

ております。

１３番

徳永委員

後の物もですけれども、中間管理機構から借りられる実質の耕作者は大体目途

が付いているんですか。

事務局 はい。１１７号から１３５号までは、Ｔ・Ｆさんです。１３６、１３７はＺ・

Ｓさん、１３８がＩ・Ｋさん、１３９がＳ・Ｋさん、１４０号、１４１号がＹ・

Ａさん、１４２号から１４７号までがＴ・Ｉさんということです。

議 長 他にありませんか。

委 員 （委員の中から「なし」の声）

議 長 質疑なしと認めます。

これから、議案第２２号のうち、受付番号１１７号から１４７号までを採決し

ます。

お諮りします。

議案第２２号のうち、受付番号１１７号から１４７号までについては、原案の

とおり決定することにご異議ありませんか。

委 員 （委員の中から「異議なし」の声）

議 長 異議なしと認めます。

したがいまして、議案第２２号のうち、受付番号１１７号から１４７号までに

ついては、原案のとおり決定しました。

議 長 次に議案第２２号のうち、受付番号１４８号から１９６号までを議題としま

す。

事務局の説明をお願いいたします。



事務局 それでは、議案第２２号のうち、受付番号１４８号から１９６号までを説明い

たします。

１４８号から１９６号までについても、農地中間管理事業により鹿児島県地域

振興公社が中間管理権を取得しようとするものです。

１４８号から１９６号は地域で言いますと猪鹿倉地区になりますけれども、こ

こにつきましては、地域でも取り組みたいということで、耕作、経営の他に地域

集積協力金の方も取り組みたいということで進めていらっしゃる所でございま

す。

それでは説明にはいります。先ず、受付番号１４８号の貸し人はＩ・Ｋさん、

Ｏ府在住の方です。

申請地は田代川原字川床平６，４７６番、地目は田、地積は１，１２７㎡とな

っています。

貸付期間は平成２７年１０月１日から平成３７年９月３０日までで、使用貸借

のため小作料金は発生しません。

次の受付番号１４９号の貸し人はＩ・Ｙさん、Ａ県在住の方です。

申請地は田代川原字白桃３，８９１番１、地目は畑、地積は２，５８４㎡とな

っています。

貸付期間は平成２７年１０月１日から平成３７年９月３０日までで、小作料金

は全部で米（籾）５４ｋｇとなっています。

次の受付番号１５０号から１５２号の貸し人はＩ・Ｔさん、Ｉ自治会在住の方

です。

申請地は１５０号が田代川原字猪鹿倉６，５３２番５、地目は田、地積は１，

４４６㎡、１５１号が田代川原字猪鹿倉６，５６９番３、地目は田、地積は１，

００８㎡、１５２号が田代川原字猪鹿倉６，５７０番３、地目は田、地積は７１

６㎡で、３筆の合計は３，１７０㎡となっています。

貸付期間は平成２７年１０月１日から平成３７年９月３０日までで、使用貸借

のため小作料金は発生しません。

申し遅れましたが、１４８号のＩ・Ｋさん、１４９号のＩ・Ｙさんは経営転換

の対象予定です。Ｉ・Ｔさんは耕作者協力金の予定です。

次の受付番号１５３号から１５６号までの貸し人はＩ・Ｓさん、Ｉ自治会在住

の方です。

申請地は１５３号が田代川原字猪鹿倉６，５８６番、地目は田、地積は６９９

㎡、１５４号が田代川原字猪鹿倉６，５８７番、地目は田、地積は９８７㎡、１

５５号が田代川原字猪鹿倉６，５８８番１、地目は田、地積は１，３３６㎡、１

５６号が田代川原字猪鹿倉６，５８９番、地目は田、地積は５６２㎡で、４筆の



合計は３，５８４㎡となっています。

貸付期間は平成２７年１０月１日から平成３７年９月３０日までで、小作料金

は全部で米（籾）１２７ｋｇとなっています。

Ｉ・Ｓさんは、地域集積協力金の対象となっています。

次の受付番号１５７号から１６２号までの貸し人はＩ・Ａさん、Ｉ自治会在住

の方です。

申請地は１５７号が田代川原字山神添６，３０９番１、地目は田、地積は８４

２㎡、１５８号が田代川原字山神添６，３０９番２、地目は田、地積は７３２㎡、

１５９号が田代川原字山神添６，３０９番３、地目は田、地積は４９２㎡、１６

０号が田代川原字山神添６，３１８番、地目は田、地積は８０６㎡、１６１号が

田代川原字猪鹿倉６，５４４番８、地目は田、地積は１，３６８㎡、１６２号が

田代川原字猪鹿倉６，５４４番９、地目は田、地積は６６８㎡で、６筆の合計は

４９０８㎡となっています。

貸付期間は平成２７年１０月１日から平成３７年９月３０日までで、小作料金

は１５７号から１６０号までで米（籾）１０１ｋｇ、１６１号、１６２号は使用

貸借のため小作料は発生しません。

Ｉ・Ａさんについては、地域集積協力金と１６１と１６２については耕作者協

力金の対象となっています。

次の受付番号１６３号の貸し人はＫ・Ｍさん、Ｉ自治会在住の方です。

申請地は田代川原字川床平６，４５４番２、地目は田、地積は２，０３７㎡と

なっています。

貸付期間は平成２７年１０月１日から平成３７年９月３０日までで、小作料金

は米（籾）７１ｋｇとなっています。

Ｋ・Ｍさんにつきましては、経営転換協力金の対象となっています。

次の受付番号１６４号から１６６号までの貸し人はＫ・Ｍさん、Ｉ自治会在住

の方です。

申請地は１６４号が田代川原字猪鹿倉６，５４４番５、地目は田、地積は２，

０８４㎡、１６５号が田代川原字猪鹿倉６，５４４番６、地目は田、地積は１，

５３２㎡、１６６号が田代川原字猪鹿倉６，５４４番７、地目は田、地積は１，

１６０㎡で、３筆の合計は４，７７６㎡となっています。

貸付期間は平成２７年１０月１日から平成３７年９月３０日までで、小作料金

は１６４号が米（籾）７３ｋｇ、１６５号が６，９００円、１６６号が５，２０

０円となっています。

Ｋ・Ｍさんについては、経営転換協力金の対象となっています。



次の受付番号１６７号から１７３号までの貸し人はＩ・Ｙさん、Ｉ自治会在住

の方です。

申請地は１６７号が田代川原字猪鹿倉６，５６６番２、地目は田、地積は２，

０８９㎡、１６８号が田代川原字猪鹿倉６，５６８番６、地目は田、地積は１，

９１８㎡、１６９号が田代川原字猪鹿倉６，５６８番７、地目は田、地積は２，

１４７㎡、１７０号が田代川原字猪鹿倉６，５７１番１、地目は田、地積は１，

２９４㎡、１７１号が田代川原字上馬渡６，６２２番１、地目は田、地積は１，

２１２㎡、１７２号が田代川原字上馬渡６，６３０番３、地目は畑、地積は８７

６㎡、１７３号が田代川原字小豆６，６６１番１、地目は畑、地積は４，７９８

㎡で、７筆の合計は１４，３３４㎡となっています。

貸付期間は平成２７年１０月１日から平成３７年９月３０日までで、小作料金

は、１６７号は使用貸借のため小作料は発生しません。１６８号が８，６００円、

１６９号が９，６００円、１７０号が５，８００円、１７１号が５，４００円、

１７２号、１７３号が合わせて米（籾）６６ｋｇとなっています。

Ｉ・Ｙさんにつきましては、耕作者協力金の対象となっています。

次の受付番号１７４号から１７７号までの貸し人はＩ・Ｓさん、Ｉ自治会在住

の方です。

申請地は１７４号が田代川原字猪鹿倉６，５６８番４、地目は田、地積は２，

３１６㎡、１７５号が田代川原字猪鹿倉６，５６８番９、地目は田、地積は５７

９㎡、１７６号が田代川原字猪鹿倉６，５８３番１、地目は田、地積は５４８㎡、

１７７号が田代川原字猪鹿倉６，５８３番２、地目は田、地積は７２６㎡で、４

筆の合計は４，１６９㎡となっています。

貸付期間は平成２７年１０月１日から平成３２年９月３０日までで、小作料金

は、１７４号が１０，４００円、１７５号が２，６００円、１７６号が２，５０

０円、１７７号が３，２００円となっています。

Ｉ・Ｓさんも耕作者協力金の対象となっています。

次の、付番号１７８号から１８１号までの貸し人はＹ・Ｋさん、Ｉ自治会在住

の方です。

申請地は１７８号が田代川原字川床平６，４５０番１、地目は田、地積は１，

０９８㎡、１７９号が田代川原字猪鹿倉６，５２６番１、地目は田、地積は９３

８㎡、１８０号が田代川原字猪鹿倉６，５２６番２、地目は田、地積は９９３㎡、

１８１号が田代川原字猪鹿倉６，６２８番２、地目は畑、地積は６１７㎡で、４

筆の合計は３，６４６㎡となっています。

貸付期間は平成２７年１０月１日から平成３７年９月３０日までで、小作料金

は１７８号が４，９００円、１７９号が４，２００円、１８０号が４，５００円、

１８１号が１，８００円となっています。



Ｙ・Ｋさんについても、耕作者協力金の対象となっています。

次の受付番号１８２号から１８６号までの貸し人はＫ・Ｓさん、Ｉ自治会在住

の方です。

申請地は１８２号が田代川原字猪鹿倉６，５６５番４、地目は田、地積は２，

１３６㎡、１８３号が田代川原字猪鹿倉６，５７０番１、地目は田、地積は８２

３㎡、１８４号が田代川原字猪鹿倉６，５８４番１、地目は田、地積は１，４５

２㎡、１８５号が田代川原字猪鹿倉６，５８５番１、地目は田、地積は１，１８

６㎡、１８６号が田代川原字上馬渡６，５９９番１、地目は畑、地積は１，４３

５㎡で、５筆の合計は７，０３２㎡となっています。

貸付期間は平成２７年１０月１日から平成３２年９月３０日までで、使用貸借

のため小作料金は発生しません。

Ｋ・Ｓさんについても、耕作者協力金の対象となっています。

次の受付番号１８７号の貸し人はＫ・Ｙさん、Ｉ自治会在住の方です。

申請地は田代川原字川床平６，４７９番、地目は田、地積は１，８１９㎡とな

っています。

貸付期間は平成２７年１０月１日から平成３２年９月３０日までで、小作料金

は米（籾）６３ｋｇとなっています。

Ｋ・Ｙさんも耕作者協力金の対象となっています。

次の受付番号１８８号から１９１号までの貸し人はＫ・Ｈさん、Ｉ自治会在住

の方です。

申請地は１８８号が田代川原字坂下６，０６８番、地目は畑、地積は１，４０

６㎡、１８９号が田代川原字坂下６，０６９番１、地目は畑、地積は２，５５３

㎡、１９０号が田代川原字坂下６，１０３番１、地目は田、地積は１，０８２㎡、

１９１号が田代川原字堂前６，１７８番、地目は田、地積は１，３７４㎡で、４

筆の合計は６，４１５㎡となっています。

貸付期間は平成２７年１０月１日から平成３７年９月３０日までで、小作料金

は１８８号が４，２１８円、１８９号が５，７８２円、１９０号が４，９００円、

１９１号が６，１００円となっています。

Ｋ・Ｈさんも耕作者協力金の対象となっています。

次の受付番号１９２号の貸し人はＩ・Ｋさん、Ｉ自治会在住の方です。

申請地は田代川原字坂下６，０６５番１、地目は畑、地積は７６７㎡となって

います。

貸付期間は平成２７年１０月１日から平成３７年９月３０日までで、小作料金

は牛糞堆肥７６０ｋｇとなっています。



Ｉ・Ｋさんも耕作者協力金の対象となっています。

次の受付番号１９３号から１９５号までの貸し人はＩ・Ｍさん、Ｉ自治会在住

の方です。

申請地は１９３号が田代川原字上馬渡６，６３２番４、地目は畑、地積は９３

３㎡、１９４号が田代川原字上馬渡６，６４２番、地目は田、地積は６９７㎡、

１９５号が田代川原字上馬渡６，６４０番、地目は田、地積は６３９㎡で、３筆

の合計は２，２６９㎡となっています。

貸付期間は平成２７年１０月１日から平成３７年９月３０日までで、小作料金

は１９３号が米（籾）２０ｋｇ、１９４号が３，１００円、１９５号が２，９０

０円となっています。

Ｉ・Ｍさんも耕作者協力金の対象となっています。

次の受付番号１９６号の貸し人はＫ・Ｔさん、Ｉ自治会在住の方です。

申請地は田代川原字坂下６，０６２番１、地目は田、地積は５３２㎡となって

います。

貸付期間は平成２７年１０月１日から平成３７年９月３０日までで、小作料金

は２，４００円となっています。

Ｋ・Ｔさんも耕作者協力金の対象となっています。

以上です。

議 長 ただいま事務局から説明がありましたが、

質疑はありませんか。

委 員 （委員の中から「なし」の声）

議 長 質疑なしと認めます。

これから、議案第２２号のうち、受付番号１４８号から１９６号までを採決し

ます。

お諮りします。

議案第２２号のうち、受付番号１４８号から１９６号までについては、原案の

とおり決定することにご異議ありませんか。

委 員 （委員の中から「異議なし」の声）



議 長 異議なしと認めます。

したがいまして、議案第２２号のうち、受付番号１４８号から１９６号までに

ついては、原案のとおり決定しました。

議 長 次に議案第２２号のうち、受付番号１９７号から２１２号までを議題としま

す。

事務局の説明をお願いいたします。

事務局 それでは、議案第２２号のうち、受付番号１９７号から２１２号までを説明い

たします。

１９７号から２１２号までについても、農地中間管理事業により鹿児島県地域

振興公社が中間管理権を取得しようとするものです。

先ず受付番号１９７号、１９８号の貸し人はＳ・Ｓさん、Ｈ自治会在住の方で

す。

申請地は１９７号が田代川原字原沢後４，６６４番 1、地目は畑、地積は１，

６０６㎡、１９８号が田代川原字原沢後４，６６６番３、地目は畑、地積は９８

８㎡で、２筆の合計は２，５９４㎡となっています。

貸付期間は平成２７年１０月１日から平成３７年９月３０日までで、小作料金

は１９７号が２，５００円、１９８号が１，５００円となっています。

Ｓ・Ｓさんは経営転換協力金の対象となっています。

次の受付番号１９９号、２００号の貸し人はＫ・Ｎさん、Ｈ自治会在住の方で

す。

申請地は１９９号が田代川原字原沢後４，６６７番２、地目は畑、地積は１，

３３１㎡、２００号が田代川原字原沢後４，６６０番、地目は田、地積は７７３

㎡で、２筆の合計は２，１０４㎡となっています。

貸付期間は平成２７年１０月１日から平成３７年９月３０日までで、使用貸借

のため小作料金は発生しません。

Ｋ・Ｎさんも経営転換協力金の予定でございます。

次の受付番号２０１号の貸し人はＨ・Ｓさん、Ｎ自治会在住の方です。

申請地は、田代川原字原沢後４，６６６番２、地目は畑、地積は９７８㎡とな

っています。

貸付期間は平成２７年１０月１日から平成３７年９月３０日までで、小作料金

は３，０００円となっています。

Ｈ・Ｓさんも経営転換協力金の予定でございます。



次の受付番号２０２号の貸し人はＫ・Ｔさん、Ｈ自治会在住の方です。

申請地は、田代川原字原沢後４，６６７番１、地目は畑、地積は１，３９０㎡

となっています。

貸付期間は平成２７年１０月１日から平成３７年９月３０日までで、使用貸借

のため小作料金は発生しません。

Ｋ・Ｔさんは耕作者協力金の予定でございます。

次の受付番号２０３号から２０６号までの貸し人はＳ・Ｋさん、Ｋ市在住の方

です。

申請地は２０３号が田代川原字白桃３，８８０番、地目は畑、地積は１，１８

１㎡、２０４号が田代川原字白桃３，８８４番、地目は畑、地積は２，１９７㎡、

２０５号が田代川原字白桃３，８８６番、地目は畑、地積は１，８１２㎡、２０

６号が田代川原字白桃前谷３，９１８番１、地目は田、地積は５１０㎡で、４筆

の合計は５，７００㎡となっています。

貸付期間は平成２７年１０月１日から平成３７年９月３０日までで、小作料金

は２０３号が５，０００円、２０４号が１０，０００円、２０５号が５，０００

円、２０６号が使用貸借となっています。

Ｓ・Ｋさんも耕作者協力金の予定でございます。

次の受付番号２０７号から２０９号までの貸し人はＹ・Ｈさん、Ｂ自治会在住

の方です。

申請地は２０７号が田代麓字川床５，１９６番４１、地目は畑、地積は９２１

㎡、２０８号が田代麓字川床５，１９６番４２、地目は畑、地積は６６９㎡、２

０９号が田代麓字川床５，１９６番４３、地目は畑、地積は６６８㎡で、３筆の

合計は２，２５８㎡となっています。

貸付期間は平成２７年１０月１日から平成３７年９月３０日までで、小作料金

はいずれも２，０００円となっています。

Ｙ・Ｈさんも耕作者協力金の予定でございます。

次の受付番号２１０号の貸し人はＫＯ・Ｋさん、Ｏ自治会在住の方です。

申請地は田代麓字永山１，２５８番１、地目は畑、地積は１，３２３㎡となっ

ています。

貸付期間は、平成２７年１０月１日から平成３７年９月３０日までで、小作料

金は３，０００円となっています。

Ｋ・Ｋさんは経営転換協力金の予定でございます。

次の受付番号２１１号の貸し人はＴ・Ｍさん、Ｂ自治会在住の方です。

申請地は田代麓字長尾３，３０９番４、地目は畑、地積は５，７０１㎡となっ



ています。

貸付期間は平成２７年１０月１日から平成３７年９月３０日までで、小作料金

は２０，０００円となっています。

Ｔ・Ｍさんも経営転換協力金の予定でございます。

次の受付番号２１２号の貸し人はＳ・Ｓさん、Ｎ園在住の方です。

申請地は田代麓字道ノ下２，２０１番、地目は田、地積は１，９８８㎡となっ

ています。

貸付期間は平成２７年１０月１日から平成３７年９月３０日までで、小作料金

は、３０，０００円となっています。

Ｓ・Ｓさんも経営転換協力金の予定でございます。

以上です。

議 長 ただいま事務局から説明がありましたが、

質疑はありませんか。

貫見委員

小作料金のことなんですけれど、１９７とか１９８、２，５００円とか１，５

００円とか、これは何を基準に決められたんでしょうか。

事務局 今までの口頭契約でしている値段を基にしてあります。

１９番

鈴委員

この開発公社というのは分かるんですけれども、実際、我々は後を誰が借りる

のかというのが知りたいところであって、借りるのが出てこない、見えてこない

というのが、とにかく参考資料として出す訳にいかないですか。

事務局 あくまでも予定者ということですから、あまり表に出せないところではあるん

ですが、この配分計画書を出すんです訳ですよね。地域振興公社の方は県に対し

て今度は誰々に貸して良いかというのを出す訳ですよね。県が公告をして初めて

耕作者が決定する訳です。それは配分が決定しましたとして、公告がされたら農

業委員会に通知が来ますので、その段階では公表をしても良いとは思いますが、

今の段階ではあくまでも予定なんで。

５ 番

平原委員

でも、もうここには出て来ないんでしょ。

１９番

鈴 委員

予定者は予定者で出してもらった方が、繋がり的には分かりやすいんですが。



事務局 参考資料という形で出して良いか聞いて、問題が無いということであれば。

そこはちょっと打ち合わせてみます。

１２番

鍋 委員

来年度の１筆調査の時には、台帳に耕作者の名前は出て来るんですか。

事務局 出て来ます。耕作者で。

１番

宿利原委員

もしこれをホームペイジで見て、他の所からここを全部借りたいと来た時には

断いがなっとけ。

事務局 とりあえず今の段階は借り手が決まっている状態なので、町はそれで配分計画

を作ります。借りに別な方がここを借りたいと申し込んだ時に、今の所は配分計

画どおりに行きましょうということになっています。最終的に国の方向では、ホ

ームページ上に公開して、公募をして、その中から選びなさいということになっ

ているので、その段階では一人一人の経営状況とか、色んなことを全部調べて、

誰に配分するかということで計画書を作って行くということにはなるとは思い

ますけれども、ここ何年かは決まっている方でないと振興公社自体が受付をしな

いということですので、今のところは他の人が来られてもお断りをするという形

になると思います。

議 長 他にありませんか。

委 員 （委員の中から「なし」の声）

議 長 質疑なしと認めます。

これから、議案第２２号のうち、受付番号１９７号から２１２号までを採決し

ます。

お諮りします。

議案第２２号のうち、受付番号１９７号から２１２号までについては、原案の

とおり決定することにご異議ありませんか。

委 員 （委員の中から「異議なし」の声）



議 長 異議なしと認めます。

したがいまして、議案第２２号のうち、受付番号１９７号から２１２号までに

ついては、原案のとおり決定しました。

議 長 次に、「議案第２３号 非農地証明願いについて」を議題とします。

事務局の説明をお願いいたします。

事務局 それでは、「議案第２３号 非農地証明願いについて」を説明いたします。

受付番号１４号の申請人は、Ｋ・Ｍさん、Ｓ荘在住の方です。

申請地は馬場字殿原５，２７５番２、地籍は５１５㎡、地目は台帳畑、現況は

雑種地となっています。

１７頁に位置図を添付してありますのでお目通し下さい。

この件の担当調査委員は、１５番 畠中委員です。

以上です。

議 長 ただいま、事務局から説明がありましたが、１５番 畠中委員、調査報告をお

願いいたします。

１５番

畠中委員

報告します。１７日に事務局２人と鈴委員、４人で現場を見てきました。場所

は半ケ石の運動公園の下のところであります。所有者のＫ・ＭさんはＳ荘に入所

中されておりまして、甥のＴさんが一応管理されております。畑に入るときはト

ラクター等は他人の畑を通らないと入って行けず。又、大変な坂道です。現況と

しましては、竹が生えています。雑種地として、非農地として認めざるを得ない

と思います。

よろしくお願いします。

議 長 ありがとうございました。

ただいま、調査員から調査報告がありましたが、質疑はありませんか。

５ 番

平原委員

これはいつごろの写真ですか。写真では畑に見えるんだけれども。

事務局 平成２２年です。

機械が入る道が無いので、どうしても耕運とかそういうのはしにくい場所で

す。耕運機ぐらいは入れられる場所です。

実際、こっちの宅地を通って裏の畑を通らないと、その圃場に行けないと。畦

道を。畔を行くような形で。トラクターでは行けないようなところです。

１９番 いまここに出ている図面で見るとは良い畑に見えるけど、上が運動公園で、運



鈴 委員 動公園の畦畔で。運動公園は丘の上にあるもんだから、その畦畔と見れるような

竹山です。

議 長 他に質疑はありませんか。

委 員 （委員の中から「なし」の声）

議 長 質疑なしと認めます。

これから、議案第２３号を採決します。

お諮りします。

議案第２３号は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

委 員 （委員の中から「異議なし」の声）

議 長 異議なしと認めます。

したがいまして、議案第２３号 非農地証明願いについては、原案のとおり決

定しました。

議 長 しばらく休憩します。

議 長 休憩前に引き続き会議を開きます。

お手元に配布のとおり、Ｔ委員から農業委員を辞職したい旨、申し出がありま

した。

この件を日程に追加し、同意第２号 委員の辞任についてとして議題としま

す。

本件の経緯、法的な根拠について事務局に説明させます。

事務局 それでは説明いたします。

皆さんもうご存知の方も多いかと思いますが、Ｔ委員については、今回裁判所

から破産手続き開始の決定を受けられ、現在、破産管財人の方で財産の処分、債

権者への配当等の手続きをされているところです。

このことから、Ｔ委員においては、今後農業を続けることができない状態とな

っております。

Ｔ委員は、公選の委員ですから、農業委員会等に関する法律第８条に定めます

被選挙権の要件の１０アール以上の耕作の業務を営む者。又は、耕作を営む者の

親族であって、おおむね６０日以上の耕作に従事していると農業委員会が認めた

者に該当しなくなるため失職の対象となるため、今回辞職願を提出されたところ

です。



農業委員会等に関する法律第１６条において、委員の辞任は、正当な事由があ

るときは、農業委員会の同意を得て辞任することができるとされており、農業委

員会の同意は、総会において、申出者を除く出席委員の過半数の賛成によって行

うとされておりますので、よろしくお願いいたします。

尚、辞職が承認されますと欠員が生じることとなりますが、Ｔ委員は公選です。

推薦の委員さんですと代わりの方を推薦して頂くんですが、公選の場合は、公選

委員の５分の２以上の欠員が生じませんと補欠選挙は行えませんので、今後の農

業委員会は１９名の委員での活動となります。

説明の方は以上です。

議 長 ただいま事務局から説明がありましたが、質疑はありませんか。

２ 番

基 委員

全町と選挙区の場合は違いがあるんでしょ。

事務局 選挙区を設けた場合は、その選挙区の５分の２ということになります。田代選

挙区の定数は４名です。４名の５分の２となりますと１．６人になりますから、

田代選挙区の方で、２人以上の公選の欠員がないと補欠選挙を行えないというこ

とですので、２名欠けたら補欠選挙ということになります。

２ 番

平原委員

要件が無いんだっらら、しょうがねあいなあ。

議 長 他にありませんか。

委 員 （委員の中から「なし」の声）

議 長 この件については同意することでよろしいですか。

委 員 （委員の中から「異議なし」の声）

議 長 異議なしと認めます。

したがいまして、同意第２号については、同意することに決定しました。

議 長 次に追加日程第２ 農業委員の担当地区の変更についてを議題とします。

事務局の説明をお願いいたします。

事務局 Ｔ委員の辞職に伴いまして、Ｔ委員が担当していました西大原、東大原、久木

野、鵜戸野、富田の５集落を他の委員で担当しなければならなくなったというこ



とで、８月６日に田代地区の委員の皆さんにお集まり頂きまして、話し合いをさ

せて頂きました。その結果、お手元に配布してありますとおり、担当地区を変更

するということで話し合いがされたところです。

その内容を申し上げますと、樋渡委員が担当しておりました中村、山下集落を

鍋委員の担当に。そして基委員が担当しておりました中尾、新田集落を樋渡委員

の担当に。Ｔ委員が担当しておりました５集落のうち、富田、西大原、東大原、

鵜戸野集落を基委員へ、そして残りの久木野集落を元丸委員の担当とするように

話し合いがされたところですので、よろしくお願いいたします。

議 長 ただ今、事務局から農業委員の担当地区の変更（案）について説明がありまし

たが、皆様からのご意見はありませんか。

委 員 （委員の中から「なし」の声）

議 長 意見が無いようでありますので、案とおり担当地区を変更することにご異議あ

りませんか。

委 員 （委員の中から「異議なし」の声）

議 長 異議なしと認めます。

したがいまして、案のとおり担当地区を変更することに決定しました。

議 長 以上で、平成２７年８月錦江町農業委員会定例総会の附議事項の協議を終了い

たします。

錦江町農業委員会会議規則第２３条第２号の規定により署名する。

会 長

９番

１０番

議事録調整者 窪 和人


